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歯
の
衛
生
週
間
に
よ
せ
て

⑤

桐
生
市
歯
科
医
師
会

健
康
寿
命
は
お
口
の
ケ
ア
か
ら

　
健
康
で
い
て
長
生
き
す

る
に
は
「
口
腔
（
こ
う
く

う
）
ケ
ア
」
が

大
切
で
す
。
そ

の
基
本
は
自
分

　
自
身
で
行
う
毎
日
の
「
セ

　
ル
フ
ケ
ア
」
で
す
が
、
歯

　
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に

．
よ
る
「
口
腔
清
掃
に
つ
い

　
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
と
「
専

　
門
的
清
掃
（
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
・
歯
石
除
去
な
ど
）
」
、

そ
し
て
「
口
腔
機
能
リ
（

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
＝
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ

ア
）
」
も
重
要
で
す
。

　
口
腔
清
掃
と
は
、
う
が

い
、
歯
磨
き
、
入
れ
歯
の

清
掃
、
舌
・
粘
膜
の
清
掃

の
こ
と
で
、
口
腔
機
能
リ

（
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
そ
し
ゃ
く
・
嚥
下
訓

練
、
せ
き
払
い
訓
練
、
発

音
訓
練
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
ケ
ア
の
効
果

は
よ
り
高
ま
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
①
食
べ
る

意
欲
の
改
善
②
栄
養
状
態

の
改
善
③
認
知
症
の
予
防

④
誤
嘸
性
肺
炎
の
リ
ス
ク

回
避
―
な
ど
の
効
果
が
あ

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生

活
の
自
立
や
生
き
る
意
欲

が
高
ま
り
ま
す
。

　
誤
嚥
性
肺
炎
と
は
、
口

腔
内
の
唾
液
（
だ
え
き
）

　
　
　
　
や
細
菌
が
誤
っ

て
気
道
に
入
り

込
む
こ
と
で
起

き
る
肺
炎
で
す
。
特
に
夜

間
に
起
こ
り
や
す
く
、
「
む

せ
」
な
ど
の
自
覚
症
状
が

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
不
顕
性
誤
嘸
）
。
ま
た
、

胃
の
内
容
物
が
嘔
吐
（
お

う
と
）
に
よ
り
気
道
に

入
っ
た
場
合
に
も
誤
嚥
性

肺
炎
が
起
こ
る
こ
と
か
あ

り
ま
す
。

　
口
腔
清
掃
や
口
腔
機
能

回
復
に
よ
っ
て
、
お
口
と

の
ど
の
細
菌
を
減
少
さ
せ

れ
ば
、
そ
し
ゃ
く
と
嚥
下

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
食

べ
る
量
が
増
え
、
栄
養
状

態
が
改
善
し
、
免
役
能
力

が
向
上
し
ま
す
。
誤
嚥
に

よ
る
肺
炎
予
防
は
、
介
護

予
防
の
視
点
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
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